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【要 旨】
いわゆる 「ホワイ トカラー」 と呼 ばれる職種 は増加 してお り、 これ を対象 とした研究 にも一定の
蓄積がある。 しか しそれ らの研究は、一部の研究開発職を対象 とした ものを除いて、職種 と部門を
ほぼ同列に扱 う傾向があり、部門ではな く職種 に着 目したキャリア研究はあまり行なわれてこなか
った。このため、企業内の同一部門の中で多様化 しつつある職種 と、そこでな される人材形成のあ
り方を把握することが困難になってい る。そ うした点 を踏まえ、本稿では 「情報処理技術者」.とい
う特定の職種 に焦点 を当てることで、従来の研究で見落 とされて きた点を検討 し、多様化 ・専門化
しつつあるホワイ トカラーを部門ではな く職種 によって研究することの可能性を見 いだそうとする。
まず国家資格である 「情報処理技術者試験」 に注 目し、この試験で認定 されることになっている
能力について整理 した。 これによ り、高度情報処理技術者試験で求められる能力を、情報処理企業
における管理職の能力を示す指標のひとつと して扱 うことができることを確認 した。次にある企業
の人事データか ら、高度情報処理技術者試験合格者の社内での地位 と移動 について検討 し、日本の
ホワイ トカラーを育成する機 能を持つとされている 「部門間の移動」が、情報処理技術者 とい う職
種 に限って見た場合、必ず しも行なわれていないことを明 らか にした。
第一章 問題の所在
ホワイトカラーを対象とした研究は、労働力のホワイ トカラー化とあいまって増加 し、今では
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「ホワイトカラー」というカテゴリーは、19世紀後半にアメリカでノンマニュアル職業とマニ
ュアル職業を分けるものとして通俗的に用いられるようになったものである(壽里,1996)。それ
は職業 を分類 しているだけではない。ホワイ トカラー/ブ ルーカラーというカテゴライズには、
所得 ・居住地 ・服装 ・生活習慣などといった差異と、それに対するノンマニュアル層の自己主張
が反映されてお り、19世紀末のアメリカでは 「職業的カテゴリーとしてのみならず、社会階層 と







進の早さなどの点でホワイ トカラーと共通点を持 っているという指摘をしている。 したがって日
本の場合、ブルーカラーと対比 した上でのホワイトカラーというカテゴリーは、アメリカよりも
さらに曖昧なものと言えよう。前述の通 り、ホワイトカラーを対象とした研究はある程度なされ
てお り、ホワイ トカラーの特徴 として指摘 されていることもある。だが、曖昧な対象を特徴づけ








職種を対象 としたものが多 くなっている。しか し、事務系 ・技術系という分類 には明確な区分は





カラーを一括 して研究することには限界があろうし、事務系 ・技術系 という区分は、今後さらに
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指摘しているのである。従来部門単位で行なわれてきたキャリア研究自体、同一部門の中のさま
ざまな職種の差を軽視したものになっていたのではなかろうか。
そこで本稿では、「企業の情報処理部門に所属するホワイ トカラー労働者」ではなく 晴 報処
理技術者という職種に分類される企業内の要員」を扱っていく。
2-2.情報処理技術者試験の概要













1980年代 は情報サービス産業が急成長 した時期であった。売上が増加 し、事業所数の伸びも大
きかったが、反面、機械化の困難なソフトウェア開発要員を中心とした人材不足が深刻な問題と
されていた。ソフトウェアの需要が拡大するという予測と、人材の供給は伸び悩むだろうという
予測がなされた結果、人材不足は一層深刻になっていき、やがて 「ソフ トウェア危機」 と呼ばれ















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































プ ロジ ェ外 プ ロダ クション システム運 用 テ㌧ タベ スー マ仁 ン運 用 第一 種 第二種
マネー シ"ヤ エンシ"ニア 管 理 スへ。シャリスト 管 理エンジ ニア
企業内教育 308(89%)472(60%)108(79%)327(67%)97(46%)2115(40%)2912(27%)
学校(専修学校除く) 17(5%)123(16%)9(7%)51(11%)35(17%)1316(25%)2818(27%)
専修学校 4(1%)44(6%)5(4%) 14(3%)11(5%) 640(12%)2121(20%)
通信教育 1(0%)13(2%)1(1%) 12(2%)0(0%) 92(2%) 331(3%)
電算機製造企業等の教育 2(1%)2(0%)1(1%) 4(1%)2(1%) 21(0%)63(1%)
中央情報教育研究所 1(0%)0(0%)0(0%) 1(0%)0(0%) 4(0%) 6(0%)
地 域 ソフトウェアセンター 0(0%)0(0%)0(0%) 1(0%)0(0%) 10(0%) 5(0%)
各種セ ミナー 1(0%)3(0%)0(0%) 4(1%)1(0%) 31(1%) 72(正%)
独 学 ・その他 11(3%)123(16%)13(9%) 67(14%)62(30%)963(18%)1771(17%)







員数約3㎜名の大手独立系企業である。情報処理技術者試験 に関 しては、受験を奨励 してお り、
通信教育の斡旋や、受講料の一部負担などの援助を行なっている。




情報処理技術者のキャリア～ホワイ トカラーの職種別研究の試 み 63
今回使用 したのは、この企業の 「社報」に記載 された合格者の氏名と人事異動のデータである。
94年と95年の2年間に高度情報処理技術者試験に合格 した46人と、比較対象として95年に中級S






























合 も考えられる。 しかし、若年層の多い第一種合格者の移動 も、高度合格者と変わらない頻度で
行なわれており、多 くはやは り組織改編によるものであることを考え合わせ ると、この企業にお
いては、移動をキャリアの段階に応 じて増減させているとは考えにくい。したがって、部門間の
移動はこの企業における情報処理職の管理者育成のために用いられているとは言えない。
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表5平 成6～7年情報処理技術者試験合格者数(人)
資格 平均勤続年 一種 マイコンDSPNSP APE運 用PMPE SA監 査 計
一般職2級 0,6 5 1 11 8
一般職1級 25 7 21 1 11
主事補3級 5.9 7 3 5 15
主事補2級 7.9 6 1 3123 2 18
主事補1級 10.3 3 2 311 ll 12
主事3級 ll。2 1 1 ll 1 5
主事2級 lLO 1 1
主事1級 17.0 1 1
副参事3級 145 11 2






計 29 038 12276 44 75
役職者% 7 一 〇12 .5 16.75028。616.7 5050 17.3
役職 一種 マイコンDSPNSP APE運 用PMPE SA監 査 計
主任 2 1 211 1 8
課長 2 11 4
副本部長 1 1
計 2 001 2121 22 13
表6社 内資格の概要(情報サービス企業)





参事 管理職 ・専門職 部長
理事 役員 本部長
表7試 験別移動回数(合格前3年間)
試験 人数 移動回数 組織改変












































図1移 動回 数 の試験 種 別幹 葉表示
(全体 ・組 織 管理)















図 、 移動 回数 の 試験種 別 幹葉 表示.
(個別 システ ム ・プ ロ ジェ ク ト管理)











図3移 動 回数 の試 験種 別幹 葉表 示
(特定専 門技 術)






図4移 動 回数 の試験種 別幹 葉 表示
(第1種)
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全種合格者」19卯
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CareerofInfbmlation-ProcessingEngineers
TaikoMASUDA
InthestudiesofJapanesewhite-collarworkers,themostpopularfbcusisontheinter-department
mob孟lity.Itlss叩porsedthatitfUnctionsasgeneraltrain血gfbrtheircareerinacampany.
Thisviewassumesthatworkersina.departmentbelongtoalmostthesameoccupation.Butcanthis
assumptionbeapPliedtoall"whitecollar"jobs?Toanswerthisquestion,thispaperpaysattention
toaspeci丘coccupationlthatis,Info㎜ation-ProcessingEngineersandexamine血eirc㈹rs.
AccordingtoresearchonInformation-ProcessingEngineerswhopassedtheexaminationsfor
"
adv孤cedI漁 ㎜ation-Process血gEngineers",血ekredeploymentalmostdependsonrefo㎜ation6f
the廿company.There飴re,incaseofIn飴㎜ation-ProcesslngEngineers,they雛enotredeployedfor
由epurposeofせainingbutofre艶㎜adon,
Thus,thispapersuggeststhatthestudiesofwhite-collarworkersareinneedoftheiroccupations.
Therebywecanfindhowfarwhite-collarworkers,mobihtyisconcemedwilhtraining.
